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きは､ある身長の基準に対して 166では ｢かなり小さいJと一度期待 ･典型値との比較を
して､そのあとで､｢期待されている身長に対しては全く大きくない｣という意味で､｢全
然｣を用いている,言い換えれば､｢全然小さいJという言語の表層レベルでは肯定文に見


































































































































































































































































































































































































































































であるのに対して､英語では､否定疑問文-の L-Atau.●'や "Yes,atal/ といった返答は
非文となるa英語においては､相手の考えを訂正するという目的の元に ●`No,Ididn.t/千
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